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第
22
回
文
化
会
館
ま
つ
り

第
22
回
文
化
会
館
ま
つ
り

●
問
合
先　

文
化
会
館

☎
48
・
７
９
１
１ 

　

豊
か
な
人
間
関
係
と
人
権
を

大
切
に
す
る
社
会
を
築
く
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
、
第
22
回
文

化
会
館
ま
つ
り
を
開
催
し
ま

す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◎�

10
月
12
日
㈯　

午
前
９
時
30
分
～

午
後
２
時
（
予
定
）

　

ク
ラ
ブ
発
表
会

　

�

日
本
舞
踊
、
ヨ
ガ
、
フ
ラ
ダ

ン
ス
な
ど

※�

そ
ば
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
模
擬

店
（
有
料
）
お
よ
び
農
協
婦

人
部
に
よ
る
新
鮮
野
菜
等
の

販
売
あ
り

◎�

10
月
17
日
㈭
～
20
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

ク
ラ
ブ
展
示
会

　

�

書
道
、
油
絵
、
ス
テ
ン
ド
グ

ラ
ス
な
ど
の
展
示

※�

手
編
み
の
作
品
、グ
ラ
ス
ア
ー

ト
な
ど
の
バ
ザ
ー
を
予
定

　

９
月
は
、「
茨
城
県
認
知
症

を
知
る
月
間
」
で
す
。
認
知
症

に
対
す
る
皆
さ
ん
の
正
し
い
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
認
知
症
は
「
病
気
」
で
す

　
　

～
認
知
症
の
症
状
～

　

認
知
症
と
は
、
何
ら
か
の
原

因
で
脳
に
障
が
い
が
起
き
、
脳

の
機
能
が
低
下
す
る
こ
と
で
、

「
物
忘
れ
」や「
判
断
能
力
低
下
」

な
ど
日
常
生
活
が
う
ま
く
送
れ

な
く
な
る
「
脳
の
病
気
」
で
す
。

◎
主
な
症
状

・�

記
憶
障
が
い　

最
近
の
こ
と

を
忘
れ
て
し
ま
う
。
同
じ
質

問
を
繰
り
返
す
。

・�

見
当
識
障
が
い　

今
が
い
つ

な
の
か
、
こ
こ
は
ど
こ
な
の

か
分
か
ら
な
く
な
る
。

・�

判
断
力
の
低
下　

真
夏
で
も

セ
ー
タ
ー
を
着
る
。
真
冬
で

も
薄
着
で
外
出
す
る
。

２　

お
気
付
き
で
す
か
？

～
認
知
症
を
知
ら
せ
る
信
号
～

　

次
の
よ
う
な
日
常
生
活
の
変

  

る
す
対
に
症
知
認

を
解
理

化
（
認
知
症
の
初
期
症
状
）
に

気
付
い
た
ら
、
早
め
に
か
か
り

つ
け
の
医
師
や
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
を
! !

・�

同
じ
こ
と
を
何
度
も
言
っ
た

り
、
聞
い
た
り
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。

・�

物
の
名
前
が
出
て
こ
な
く

な
っ
た
。

・�

置
き
忘
れ
や
し
ま
い
忘
れ
が

目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

・�

以
前
は
あ
っ
た
関
心
や
興
味

が
失
わ
れ
た
。

・�

水
道
の
蛇
口
の
閉
め
忘
れ
、

ガ
ス
台
の
火
の
消
し
忘
れ
が

目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

・�

財
布
や
お
金
な
ど
を
盗
ま
れ

た
と
言
う
よ
う
に
な
っ
た
。

３　

認
知
症
の
診
断
・
治
療

　

認
知
症
の
中
に
は
、
治
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
早
期
診
断
・
早
期
治
療
が

必
要
で
す
。
ま
ず
は
、
か
か
り

つ
け
の
医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
相
談
窓
口
と
し
て
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
も
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

４　

認
知
症
の
予
防

　

認
知
症
は
誰
に
で
も
起
こ
り

得
る
脳
の
病
気
で
す
が
、
日
常

の
生
活
習
慣
に
注
意
す
る
こ
と

で
発
症
や
進
行
の
リ
ス
ク
を
抑

え
ら
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

●�

食
事
や
運
動
な
ど
、
ま
ず
生

活
習
慣
病
の
予
防
を
！

　

認
知
症
の
予
防
に
は
、
高
血

圧
・
高
脂
血
症
・
肥
満
な
ど
生

活
習
慣
病
の
対
策
が
有
効
に
な

り
ま
す
。

●�

意
識
し
て
脳
を
使
い
、
脳
の

活
性
化
を
図
り
ま
し
ょ
う

　

脳
を
活
性
化
す
る
た
め
に
一

番
大
切
な
こ
と
は
、「
楽
し
く
」

行
う
こ
と
で
す
。
本
人
が
好
き

な
こ
と
や
仲
間
と
楽
し
く
過
ご

す
こ
と
が
大
切
で
す
。「
楽
し

い
」「
う
れ
し
い
」
と
い
っ
た

感
情
が
伴
え
ば
、
効
果
は
さ
ら

に
高
ま
り
ま
す
。

５　

認
知
症
の
方
の

�

家
族
の
つ
ど
い

　

認
知
症
の
方
は
、
症
状
に
よ

り
さ
ま
ざ
ま
な
行
動
を
す
る
た

め
、
介
護
す
る
家
族
の
方
は
対

応
の
仕
方
に
悩
む
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
介
護
の
方
法
は
人
に
よ

り
異
な
り
ま
す
が
、
多
く
の
方

が
介
護
の
悩
み
を
お
持
ち
で

す
。
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
、

あ
な
た
の
思
い
を
話
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
「
認
知
症
の
方
の
家

族
の
つ
ど
い
」
は
、
認
知
症
介

護
の
経
験
を
持
つ
家
族
同
士
が

互
い
に
話
し
合
い
、
耳
を
傾
け

る
場
と
し
て
、
毎
月
１
回
開
催

し
て
い
ま
す
。

▼
受
付
・
開
催
時
間

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

▼
開
催
日
程
・
場
所

☆�

偶
数
月
に
は
臨
床
心
理
士
が

出
席

▼
問
合
先　

地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー（
市
役
所
介
護
福
祉
課
）

内
線
１
７
４

☎
45
・
１
７
４
４
（
直
通
）

６　

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

　

家
族
の
会
で
は
、
次
の
と
お

り
つ
ど
い
や
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
会
場
・
開
催
日
時

・�

つ
く
ば
市
役
所
（
つ
く
ば
市

苅
間
２
５
３
０

－

２
）

　

毎
月
第
１
金
曜
日

　

午
後
１
時
～
３
時

・�

水
戸
合
同
庁
舎
（
水
戸
市
柵

町
１

－

３

－

１
）

　

毎
月
第
２
金
曜
日

　

午
後
１
時
～
３
時

▼
問
合
先　
（
公
社
）
認
知
症

の
人
と
家
族
の
会
茨
城
県
支
部

☎
０
２
９･

８
７
９･

０
８
０
８

平成 26 年 平成 25 年
　

３
月
12
日
㈬

☆
２
月
12
日
㈬

　

１
月
８
日
㈬

☆
12
月
11
日
㈬

　

11
月
13
日
㈬

☆
10
月
９
日
㈬

市役所
和室

市役所
小会議室

お知らせ・開催


